
  
人
々
の
繋
が
り
を
強
く
す
る
多
義
的
実
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～
札
幌
近
郊
の
地
域
を
事
例
に
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第
五
章　

震
災
復
興
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　

～
安
平
町
で
の
取
り
組
み
を
事
例
に
～藤

巻
舞
羽
・
谷
口
佳
奈
・
塚
原
和
輝

一
　
研
究
の
背
景
と
目
的

二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
九
月
六
日
三
時
七
分
に
、
胆
振
地
方
中
東
部
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
七

の
地
震
が
発
生
し
、安
平
町
で
も
震
度
六
強
を
観
測
し
た
。
安
平
町
の
全
住
家
の
約
九
四
％
が
被
害
を
受
け
、倉
庫
・

物
置
・
空
き
家
な
ど
の
被
住
家
に
つ
い
て
も
約
七
八
％
が
被
害
を
受
け
た
。
追
分
小
学
校
、
早
来
中
学
校
が
被
災
し
、

校
舎
の
使
用
が
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
た
。
追
分
小
学
校
は
二
〇
一
九
（
平
成
三
一
）
年
一
月
か
ら
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の
の
、早
来
中
学
校
に
つ
い
て
は
仮
設
校
舎
で
の
学
校
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た（
安
平
町
、

二
〇
一
九
）。
ま
た
、
胆
振
東
部
地
震
で
の
被
害
額
は
、
約
一
七
七
億
（
早
来
中
学
校
建
設
費
を
除
く
）
で
あ
り
、
早
来
中

学
校
仮
設
校
舎
の
建
設
費
は
、
約
一
億
四
，五
〇
〇
億
円
で
あ
っ
た
（
安
平
町
、
二
〇
二
〇
）。
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年

四
月
に
は
「
道
の
駅
あ
び
らD

51

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
開
業
し
た
。
ま
た
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
一
七
日
、
日
本
で

初
め
て
「
日
本
型
子
供
に
や
さ
し
い
ま
ち
モ
デ
ル
」
実
践
自
治
体
と
し
て
承
認
さ
れ
、
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
一
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月
に
は
、公
立
の
義
務
教
育
学
校
で
あ
る「
安
平
町
立
早
来
学
園
」が
開
校
す
る
。
安
平
町
は
、胆
振
東
部
地
震
に
よ
っ

て
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
積
極
的
に
震
災
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
え
る
だ
ろ

う
。二

〇
一
九
（
令
和
元
）
年
四
月
に
は
「
道
の
駅
あ
び
らD

51

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
役
場
提
供
資
料
よ
り
地
場

産
品
を
生
か
し
た
ベ
ー
カ
リ
コ
ー
ナ
ー
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
コ
ー
ナ
ー
、
近
隣
市
長
を
含
め
た
特
産
品
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
、
地
元
農
産
物
な
ど
を
販
売
す
る
直
売
所
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
五
月
一
九
日
に
は

来
場
者
が
二
〇
〇
万
人
を
達
成
し
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
安
平
町
に
は
四
つ
の
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、
町
内
の
飲
食
店
の
P
O
P
と
チ
ラ
シ
を
制
作
し
町
外
の
利

用
者
に
安
平
町
の
飲
食
店
を
利
用
し
て
も
ら
う
よ
う
な
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
た
り
、
ウ
ェ
ブ
予
約
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
し
た
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
安
平
町
で
は
、
震
災
後
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
安
平
町
の

地
域
活
性
化
の
役
割
を
担
う
拠
点
や
取
り
組
み
を
把
握
し
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
ま
た
、
安
平
町
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二
　
研
究
の
方
法

安
平
町
は
、
北
海
道
の
南
西
部
に
位
置
し
、
北
は
由
仁
町
、
東
は
厚
真
町
、
南
は
苫
小
牧
市
、
西
は
千
歳
市
に

接
し
て
い
る
。
札
幌
市
か
ら
直
線
で
約
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
新
千
歳
空
港
か
ら
は
約
一
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
位

置
に
あ
り
、
交
通
の
利
便
性
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
一
一
月
末
日
時
点
で
の
安
平
町
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の
人
口
は
七
，三
二
九
人
、
世
帯
数
は
三
，九
八
四
戸
で
あ
る
。
安
平
町
は
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
に
追
分
町
・

早
来
町
の
前
身
で
あ
る
安
平
村
か
ら
分
村
し
た
。
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
に
、早
来
町
と
追
分
町
が
新
設
合
併
し
、

現
在
の
安
平
町
と
な
っ
た
（
安
平
町
a
）。

二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
八
月
三
一
日
に
、
ミ
ニ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
安
平
町
を
訪
問
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ペ
ー
ス
「EN

T
RA

N
CE

」
や
「
道
の
駅
あ
び
らD

51

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
訪
問
し
た
。「EN

T
RA

N
CE

」
に

訪
問
し
た
際
に
、
あ
び
ら
教
育
プ
ラ
ン
や
キ
ャ
ン
プ
場
、
道
の
駅
に
関
す
る
話
を
聞
い
た
。
ま
た
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
の
話
も
伺
っ
た
。
そ
こ
で
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
」「
道
の
駅
」「
キ
ャ

ン
プ
場
」
の
三
つ
の
テ
ー
マ
で
安
平
町
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
検
討
し
、
調
査
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
一
〇
月
二
六
日
か
ら
一
一
月
二
八
日
ま
で
の
約
一
ヶ
月
間
、
谷
口
が
地
域
お
こ
し
協
力

隊
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
、
参
与
観
察
を
お
こ
な
っ
た
。
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
は
、
地
域
外
か
ら
過
疎
地
域
等
の
条
件
不
利
地
域
に
住
民
票
を
異
動
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産
業
品
の

開
発
・
販
売
・
P
R
等
の
地
域
お
こ
し
支
援
や
、
農
林
水
産
業
へ
の
従
事
、
住
民
支
援
な
ど
の
「
地
域
協
力
活
動
」

を
行
い
な
が
ら
、
そ
の
地
域
へ
の
定
住
・
定
着
を
図
る
取
組
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
同
様
の
地
域
協
力
活
動
に
二
週
間
か
ら
三
ヶ
月
に
従
事
し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ
の
具

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
ア
ピ
ー
ル
お
よ
び
検
討
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
（
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）。

ま
た
、
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
一
一
月
一
六
日
に
、
安
平
町
に
足
を
運
び
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

安
平
町
役
場
総
合
庁
舎
に
て
政
策
推
進
課
・
商
工
観
光
課
・
建
設
課
の
各
課
担
当
者
に
話
を
聞
い
た
。
そ
の
後
、

は
や
き
た
子
ど
も
園
に
て
ア
ビ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
鳥
實
裕
弥
さ
ん
か
ら
話
を
聞
き
、「EN

T
RA

N
CE

」
で
安

平
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
会
社
で
あ
る
株
式
会
社FoundingBase
林
賢
司
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。最
後
に
、
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「
道
の
駅
あ
び
らD

51

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
行
っ
て
観
光
協
会
の
担
当
者
か
ら
も
話
を
聞
い
た
。

三
　EN

TRAN
CE

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

（
一
）EN

TRAN
CE

の
立
ち
上
げ

二
〇
一
八
年
九
月
六
日
に
発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
っ
て
、
安
平
町
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

し
か
し
、
震
災
後
二
日
で
「
安
平
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
が
立
ち
上
が
り
、
延
べ
四
，〇
〇
〇
人
以

上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
が
あ
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
に
よ
っ
て
、
災
害
復
旧
は
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
進
め

る
こ
と
が
で
き
、
二
ヶ
月
程
度
で
落
ち
着
き
を
見
せ
た
が
、
町
か
ら
離
れ
た
住
民
が
い
た
り
、
商
店
が
空
き
地
と

な
っ
た
り
と
ま
ち
の
活
力
が
時
間
と
共
に
失
わ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
町
の
活
力
を
取
り
戻
し
、
町
の
復
興
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
安
平
町
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
。
イ
ベ
ン
ト
運
営
や
無
償
塾

の
運
営
を
行
な
っ
た
。
そ
の
後
、
復
興
の
未
来
を
つ
く
る
拠
点
と
し
て
、 「EN

T
RA

N
CE

」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た

（EN
T
RA

N
CE

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）。

（
二
）FoundingBase

とEN
TRAN

CE

の
関
係
性

株
式
会
社FoundingBase

は
、「
自
由
」
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
と
い
う
目
的
の
も
と
、
地
方
を
軸
に
事
業

展
開
し
て
い
る
地
方
共
創
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ
る
（Foundingbase
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）。
安
平
町
とFoundingBase

は
包
括
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
ま
た
代
表
取
締
役
C
C
O
で
あ
る
林
賢
司
さ
ん
は
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
日
に
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安
平
町
地
域
お
こ
し
企
業
人
に
着
任
し
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
一
日
か
ら
は
安
平
町
地
方
創
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
安
平
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
る
。
胆
振
東
部
地
震
に
よ
っ
て
安
平
町
地
域
お
こ
し
企
業
人
の
着
任

日
を
待
つ
こ
と
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
み
、
企
業
人
業
務
と
し
て
も
復
興
活
動
に

関
わ
る
こ
と
を
安
平
町
に
認
め
ら
れ
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
「
一
般
社
団
法
人
安
平

町
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
、
副
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
復
興
に
向
け
た
活
動
を
お
こ
な
っ
た

（FoundingBase
、
二
〇
二
一
）。
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
を
皮
切
り
に
、FoundingBase

で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス 「EN

T
RA

N
CE

」
の
運
営
を
し
て
い
る
。

（
三
）
あ
び
ら
教
育
プ
ラ
ン
と
は

安
平
町
で
は
、「
遊
育
」「
あ
び
ら
ぼ
」「
ワ
ク
ワ
ク
研
究
所
」「A

BIRA
 T

alks

」
の
四
つ
の
事
業
を
通
じ
て
、様
々

な
「
学
び
」
か
ら
「
挑
戦
」
に
繋
げ
る
独
自
の
教
育
手
法
「
あ
び
ら
教
育
プ
ラ
ン
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
子
ど

も
た
ち
が
自
分
で
未
来
を
構
想
し
、
自
分
を
信
じ
て
行
動
で
き
る
力
を
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
（
安
平
町

b
）。安

平
町
で
は
、
町
の
第
一
優
先
政
策
分
野
に
「
子
育
て
・
教
育
」
を
掲
げ
、「
日
本
一
の
公
教
育
が
あ
る
ま
ち
」

を
目
指
し
て
い
る
。
安
平
町
は
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
両
軸
で
官
民
が
連
携
し
て
教
育
を
支
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
役
場
を
中
心
に
学
校
や
認
定
子
ど
も
園
、
そ
し
てFoundingBase

の
よ
う
な
一
般
企
業
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
で
学
校
教
育
・
社
会
教
育
の
取
り
組
み
を
実
施
し
、
ま
た
相
互
に
連
携
し
合
う
仕
組
み
を
整
え
て
き
た
。

FoundingBase

で
は
二
〇
一
九
年
四
月
よ
り
町
独
自
の
社
会
教
育
事
業
「
あ
び
ら
教
育
プ
ラ
ン
」
の
運
営
を
お
こ
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な
っ
て
い
る
。
あ
び
ら
教
育
プ
ラ
ン
で
は
「
豊
か
に
生
き
る
た
め
に
挑
戦
す
る
人
」
を
育
む
こ
と
を
目
指
し
事
業

を
お
こ
な
っ
て
い
る
（FoundingBase

、
二
〇
二
二
）。

安
平
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
で
は
、
安
平
町
の
地
域
活
動
や
生
活
を
具
体
的
な
体
験
と
し
て
、
あ

び
ら
教
育
プ
ラ
ン
の
サ
ポ
ー
ト
や
記
事
作
成
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な
ど
あ
び
ら
教
育
プ
ラ
ン
の
業
務
を
中
心
に
行

う
（
安
平
町
、
二
〇
二
二
）。

安
平
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
ガ
ン
ケ
山
や
早
来
学
園
、 「EN

T
RA

N
CE

」
な
ど
用
途
や

目
的
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
前
述
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ス
ペ
ー
ス
の 

「EN
T
RA

N
CE

」
で
は
、
主
に
「
遊
育
」
の
一
環
で
あ
る
「
ぷ
れ
い
ば
」
や
追
分
中
学
部
の
「
あ
び
ら
ぼ
」、「
ワ

ク
ワ
ク
研
究
所
」「
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、「A

BIRA

 T
alks

」
の
会
場
、
教
育
プ
ラ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
た
。

（
四
）
安
平
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
を
通
し
て

本
節
で
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
が
安
平
町
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て

い
る
の
か
、
お
よ
び
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
を
通
し
て
安
平
町
で
は
ど
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
実
践
し
て
い
る
の
か
の
二
点
を
考
察
し
、
述
べ
て
い
く
。

ま
ず
、
安
平
町
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
通
し
て
外
部
の
人
材
が
町
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
、

安
平
町
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
か
考
察
す
る
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
新
た
な
安
平

町
で
の
関
係
人
口
の
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
今
ま
で
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
た
人
は
、
安
平
町
に
ル
ー
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ツ
を
持
た
な
い
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
安
平
町
に
滞
在
す
る
こ
と
で
、
町
と
の
関

わ
り
が
生
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
町
に
対
し
て
興
味
や
愛
着
が
生
ま
れ
た
り
、
ア
ン
テ
ナ
が
立
っ
た
り
す
る
よ
う
に

な
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
安
平
町
に
定
住
し
て
い
な
く
て
も
安
平
町
が
よ
り
よ
い
ま
ち
に
な
る
こ
と
を
応
援
し

た
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
た
り
す
る
担
い
手
と
な
る
だ
ろ
う
。
実
際
、
今
ま
で
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
た
人

た
ち
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
終
了
後
の
教
育
プ
ラ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
て
い
る
様
子
を
見
た
。
ま

た
、私
も
イ
ン
タ
ー
ン
が
終
わ
っ
た
後
も
積
極
的
に
ま
ち
と
関
わ
り
を
持
ち
続
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

二
〇
二
二
年
一
二
月
一
八
日
に
開
催
さ
れ
た
「A
BIRA

 T
alks

」
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
た
。

次
に
安
平
町
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
実
践
に
つ
い
て
述
べ
る
。
安
平
町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
通
し
て
、
自
分
の
ワ
ク
ワ
ク
に
挑
戦
で
き
る
町
で
あ
る
と
イ
ン
タ
ー
ン
を
通
し
て
考
え
た
。

あ
び
ら
教
育
プ
ラ
ン
で
は
、
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
大
人
ま
で
、
挑
戦
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
と
考
え

る
。
遊
育
や
あ
び
ら
ぼ
、ワ
ク
ワ
ク
研
究
所
で
は
、主
に
子
ど
も
の
学
び
や
挑
戦
が
メ
イ
ン
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
大
人
に
も
関
わ
り
し
ろ
が
あ
る
。
遊
育
や
あ
び
ら
ぼ
で
は
、
子
ど
も
の
興
味
の
あ
る
を
引
き
出
し
、
色
々

な
世
界
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
色
々
な
遊
び
や
知
識
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
柔
軟
に
創
造
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
新
た
な
価
値
観
や
考
え
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ワ
ク
ワ
ク
研
究
所
で
は
子
ど
も
が
自
分
の

ワ
ク
ワ
ク
を
追
求
す
る
。
そ
の
中
で
、
大
人
は
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
。
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
中
で
、
自
分
の
知
ら

な
い
世
界
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
び
ら
教
育
プ
ラ
ン
は
子
ど
も
も
大
人
も
学
び
合
え
る
場
所

で
あ
る
だ
ろ
う
。「A

BIRA

 T
alks

」
は
、
大
人
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
分
の
ワ
ク
ワ
ク
や
挑
戦
の
た

め
、町
民
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
自
分
の
目
標
を
町
民
に
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
、

支
援
を
募
る
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
成
功
に
向
け
て
運
営
側
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
た
め
、
挑
戦
者
の
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目
標
が
明
確
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

ま
た
、「Fanfare

あ
び
ら
起
業
カ
レ
ッ
ジ
」
で
は
、
安
平
町
で
自
分
の
ワ
ク
ワ
ク
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
、

安
平
町
で
は
事
業
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
町
に
新
た
な
魅
力
が
生
ま
れ
る
と
考
え
る
。、「Fanfare

あ

び
ら
起
業
カ
レ
ッ
ジ
」
と
は
、
二
〇
二
一
年
度
に
始
ま
っ
た
安
平
町
を
舞
台
に
、
新
た
な
暮
ら
し
や
働
き
方
、
事

業
創
出
と
い
っ
た
価
値
を
生
み
出
す
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
仲
間
を
、
発
掘
・
育
成
・
選
考
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
る
（Fanfare
あ
び
ら
起
業
カ
レ
ッ
ジ
運
営
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）。
実
際
に
、「Fanfare

あ
び
ら
起
業
カ
レ
ッ
ジ
」
を
通

し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
採
択
さ
れ
た
早
来
地
区
で
「
あ
び
ら
カ
フ
ェ
」
運
営
を
し
て
い
る
浅
野
浩
司
さ
ん
や

追
分
地
区
で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
開
業
し
た
青
木
良
佑
（
R
O
Y
）
さ
ん
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
自
分
の
ワ
ク
ワ
ク

を
通
し
た
挑
戦
に
よ
っ
て
、
安
平
町
を
よ
り
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
思
い
や
そ
れ
を
町
が
一
丸
と
な
っ
て
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
思
い
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
自
治
体
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
安
平
町
に
関
わ
る
人
が
ワ
ク
ワ
ク
と
向
き
合

い
、
思
い
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

四
　
道
の
駅
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

（
一
）
道
の
駅
あ
び
らD51

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

次
に
、
安
平
町
に
あ
る
道
の
駅
、「
道
の
駅
あ
び
らD

51

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
役
割
を
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
の
節
で
は
、
安
平
町
役
場
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
や
、
当
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日
頂
い
た
資
料
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
そ
の
資
料
を
中
心
に
引
用
す
る
形
で
安
平
町
道
の
駅
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

初
め
に
、「
道
の
駅
あ
び
らD

51

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
概
要
を
述
べ
る
。「
道
の
駅
あ
び
らD

51

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、

二
〇
一
九
（
平
成
三
一
）
年
三
月
一
九
日
付
け
で
道
の
駅
に
登
録
さ
れ
た
、
国
道
二
三
四
号
で
は
初
め
て
の
「
道
の

駅
」
で
あ
る
（
室
蘭
開
発
建
設
部
広
報
官
、
二
〇
一
九
）。
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
五
月
一
九
日
に
は
来
場
者
が
二
〇
〇
万

人
を
達
成
し
た
。「
道
の
駅
あ
び
らD

51

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
度
に
は
基
本
計
画
を
立
て
、

二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
度
に
は
工
事
設
計
書
に
落
と
す
実
施
計
画
、
二
〇
一
八
（
平
成
二
八
）
年
度
に
は
町
民
へ
の

説
明
が
あ
り
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）、
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
度
に
工
事
と
い
う
流
れ
で
建
て
ら
れ
た
。

整
備
目
的
は
三
つ
あ
り
、（
一
）
分
散
す
る
地
域
資
源
（
人
・
も
の
・
文
化
等
）
を
集
結
し
、
町
の
価
値
を
高
め
る
こ

と
、（
二
）
都
市
と
農
村
と
の
往
来
や
つ
な
が
り
を
促
し
、
交
流
人
口
を
拡
大
す
る
こ
と
、（
三
）
町
の
認
知
度
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
コ
ン
セ
プ
ト
は
三
つ
あ
り
、
①
施
設
コ
ン
セ
プ
ト
：
ま
ち
の
文
化
と
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
過
去
と
未

来
を
つ
な
ぐ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
②
運
営
コ
ン
セ
プ
ト
：
自
由
な
交
流
や
経
済
活
動
が
広
が
る
、
地
域
活
性
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
③
機
能
コ
ン
セ
プ
ト
：
回
遊
交
流
の
拠
点
と
な
る
、
地
域
情
報
発
信
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

ま
た
、
施
設
機
能
は
四
つ
あ
り
、
①
食
の
魅
力
発
信
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
（
特
産
品
P
R
強
化
と
販
路
拡
大
）、
②
交

流
促
進
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
（
町
民
と
来
訪
者
の
交
流
促
進
）、
③
観
光
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
（
観
光
ル
ー
ト
や
施
設
情

報
を
発
信
）、
④
文
化
歴
史
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
（
S
L
や
歴
史
文
化
の
理
解
促
進
）
で
あ
る
。

「
道
の
駅
あ
び
らD

51

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
食
と
鉄
道
を
売
り
と
し
て
お
り
、
ま
ず
食
は
、
地
場
産
品
を
活
用
し

た
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
コ
ー
ナ
ー
、
ベ
ー
カ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
、
近
隣
市
町
を
含
め
た
特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
地
元
農

産
物
等
を
販
売
す
る
直
売
所
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
次
に
鉄
道
は
、
最
高
の
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
「D

51

－
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三
二
〇
」
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
施
設
は
昭
和
中
期
の
レ
ト
ロ
駅
舎
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ス
ペ
ー
ス
を
構
築
し
、
鉄

道
に
関
連
す
る
「
事
柄
・
文
化
・
歴
史
」
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
休
憩
施
設
と
し
て
も
安
ら
ぎ
と
癒
し

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
落
ち
着
い
た
色
合
い
と
佇
ま
い
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「D

51

－

三
二
〇
」
は
元
国
鉄
マ
ン
が

整
備
し
て
お
り
、
野
外
線
路
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
七
年
に
保
有
写
真
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
お
り
、

施
設
内
の
展
示
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

他
に
も
、
道
の
駅
周
辺
に
柏
が
丘
公
園
（
ポ
ッ
ポ
ラ
ン
ド
）
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
四
月
二
九

日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。
こ
の
道
の
駅
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
集
客
と
来
訪
者
の
滞
在
を
ね

ら
い
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
子
ど
も
向
け
の
遊
具
や
、
ミ
ニ
S
L
が
走
行
す
る
S
L
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
五
月

～
一
〇
月
に
月
二
回
、
石
炭
を
焚
い
て
水
蒸
気
で
走
行
す
る
ミ
ニ
S
L
の
乗
車
体
験
が
あ
る
。

（
二
）
道
の
駅
あ
び
らD51

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
期
待
と
来
場
者
数

次
に
、
こ
の
道
の
駅
が
必
要
に
な
っ
た
経
緯
で
あ
る
。
安
平
町
に
は
人
口
減
少
と
高
齢
化
と
い
う
問
題
が
あ

り
、
人
口
減
少
は
合
併
か
ら
一
〇
年
で
人
口
は
約
一
，〇
〇
〇
人
の
減
少
、
高
齢
化
率
は
二
〇
一
〇
年
の
国
勢
調
査

で
初
め
て
三
〇
％
を
超
え
、
二
〇
一
六
年
三
月
末
で
は
三
四
％
ま
で
上
昇
し
た
。
な
お
、
国
政
調
査
に
よ
る
と
、

二
〇
二
〇
年
時
点
で
は
約
三
七
％
で
あ
る
。
さ
ら
に
地
域
の
課
題
と
し
て
商
業
機
能
、
雇
用
、
企
業
誘
致
、
観
光

分
野
に
関
し
て
は
「
重
要
度
が
高
い
が
満
足
度
が
低
い
」、商
工
農
林
業
、地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
関
し
て
は
「
後
継
者
・
担
い
手
の
不
足
」
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
現
状
で
町
が
で
き
る
「
地
域
活
性
化
策
」

を
考
え
た
際
、
町
外
者
の
誘
客
に
加
え
て
町
民
が
活
躍
で
き
、
地
域
振
興
を
具
体
的
に
進
め
る
こ
と
に
最
適
の
事

業
が
「
道
の
駅
」
で
あ
っ
た
。
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道
の
駅
の
来
場
者
数
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
い

き
た
い
。
道
の
駅
が
あ
る
国
道
二
三
四
号
線
は
苫
小

牧
港
を
利
用
す
る
大
型
車
両
が
多
く
通
行
す
る
産
業

道
路
と
言
わ
れ
る
道
路
で
あ
り
、
道
の
駅
建
設
前
に

行
っ
た
交
通
量
調
査
か
ら
道
の
駅
の
立
寄
り
想
定
数

が
三
二
万
人
で
あ
る
と
算
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
①

道
の
駅
が
胆
振
東
部
地
震
か
ら
の
復
興
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
②
オ
ー
プ
ン
直

後
に
一
〇
連
休
が
あ
っ
た
こ
と
、
③
S
L
を
は
じ

め
と
し
た
鉄
道
車
両
が
六
月
に
運
搬
さ
れ
た
こ
と
な

ど
が
影
響
し
、
開
業
初
年
度
は
想
定
数
を
超
え
る

八
七
万
人
の
来
場
者
に
恵
ま
れ
た
。

そ
の
後
の
二
年
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
の
行
動
制
限
や
臨
時
休

館
な
ど
の
影
響
も
受
け
た
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
や
お
盆
時
期
の
繁
忙
期
以
外
に
、
道
の
駅
の
賑
わ

い
創
出
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
を
数
多
く
実
施
す
る

こ
と
で
、
来
場
者
は
五
〇
万
人
前
後
に
な
っ
て
い

る
。
来
場
者
数
の
推
移
を
見
る
と
、
二
〇
一
九
年
度

0
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40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000
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⽉

2019
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出典：安平町役場提供資料より作成

図 5-1　年度・月別の「道の駅あびらD51ステーション」の来場者数
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の
五
月
は
開
業
し
て
初
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、

二
〇
二
〇
年
度
の
五
、六
月
は
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た

こ
と
を
鑑
み
た
上
で
、
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て

来
場
者
数
が
多
く
、
八
月
か
ら
一
二
月
ま
で
は
来

場
者
数
が
急
速
に
減
り
、
一
二
月
か
ら
三
月
に
か

け
て
緩
や
か
に
来
場
者
数
が
増
え
て
い
る
と
い
う

サ
イ
ク
ル
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
五

－

一
、
図
五

－

二
、）。

（
三
）
道
の
駅
あ
び
ら
D
五
一
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

地
域

道
の
駅
と
地
域
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。
道

の
駅
の
建
設
に
は
、
安
平
町
役
場
で
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
に
よ
れ
ば
反
対
意
見
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の

反
対
意
見
と
い
う
の
は
、公
共
施
設
は
長
い
間
建
っ

て
い
る
た
め
、
黒
字
に
な
る
保
証
が
あ
る
の
か
、

ま
た
赤
字
に
な
っ
た
場
合
子
供
た
ち
の
世
代
な
ど

の
負
担
に
な
る
の
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
が
多
い
国
道

二
三
四
号
線
で
レ
ジ
ャ
ー
客
を
呼
び
込
め
る
だ
け

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000
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700,000

800,000

900,000

2019 2020 2021

来
場
者
数

年度
（⼈） （年）

出典：安平町役場提供資料より作成

図 5-2　年度別の「道の駅あびらD51ステーション」の来場者数
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の
魅
力
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
建
て
る
の
で
あ
れ
ば
魅
力
を
高
め
採
算
が
と
れ
る
よ
う
な
施
設
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

安
平
町
役
場
は
、
道
の
駅
は
行
政
主
導
で
建
設
の
案
が
上
が
っ
た
た
め
、
町
民
説
明
を
丁
寧
に
行
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
役
場
提
供
資
料
に
よ
る
と
、
道
の
駅
建
設
に
前
向
き
な
人
々
を
募
り
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
に
「
道

の
駅
建
設
検
討
部
会
」
を
立
ち
上
げ
、「
デ
ザ
イ
ン
部
会
」「
販
売
部
会
」「
農
直
部
会
」「
鉄
道
部
会
」
で
住
民
か

ら
の
意
見
を
収
集
し
て
実
施
設
計
に
反
映
さ
せ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
町
民
へ
の
説
明
や
、
町
民
に
計
画
に
参

加
し
て
も
ら
う
な
ど
、
道
の
駅
と
町
民
の
距
離
が
近
い
こ
と
が
安
平
町
の
道
の
駅
の
特
徴
で
あ
り
、
ま
た
、
道
の

駅
は
安
平
町
の
活
性
化
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
四
）
道
の
駅
あ
び
らD51
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
イ
ベ
ン
ト

道
の
駅
と
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
述
べ
る
。
先
ほ
ど
冬
の
集
客
数
が
減
る
傾
向
に
あ
る
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
に
関

し
て
安
平
町
役
場
は
、
家
族
層
を
メ
イ
ン
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
に
頼
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。

調
査
日
に
は
「
恐
竜
ワ
ー
ル
ド
む
か
わ
展in
あ
び
ら
」
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
全
身
復
元
骨
格
が
展
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、「
道
の
駅
あ
び
らD

51

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
ぬ
く
も
り
の
湯
」
の
二
つ
の
会
場
を
巡
っ
て
ス
タ

ン
プ
を
集
め
る
こ
と
で
ミ
ニ
恐
竜
レ
プ
リ
カ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う
企
画
で
あ
っ
た
（
道
の
駅
あ
び
らD

51

ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
二
〇
二
二
a
）。
こ
の
企
画
は
、、
安
平
町
に
は
S
L
と
い
う
文
化
財
が
あ
り
、
む
か
わ
町
に
は
恐
竜
の
化
石

が
あ
る
た
め
、こ
れ
ら
を
使
っ
て
お
互
い
コ
ラ
ボ
し
、お
互
い
の
集
客
を
図
る
と
い
う
意
図
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

安
平
町
役
場
は
、
穂
別
や
む
か
わ
は
距
離
の
関
係
で
行
っ
て
一
日
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
が
、
安
平
町
は
他
の
場
所

に
も
寄
っ
て
か
ら
帰
る
こ
と
が
で
き
る
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
に
な
る
と
来
場
者
に
聞
い
た
と
述
べ
て
い
た
。
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ま
た
、「
鉄
道
模
型
フ
ェ
スin

あ
び
らD

51

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止

に
は
な
っ
て
し
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
（
道
の
駅
あ
び
らD

51

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
二
〇
二
二
b
）
の
話
も
聞
い
た
が
、
安
平
町
役
場

に
よ
る
と
、
特
急
列
車
を
道
の
駅
に
持
っ
て
き
た
際
の
縁
で
、
鉄
道
団
体
や
模
型
・
写
真
マ
ニ
ア
な
ど
の
様
々
な

愛
好
家
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
模
型
を
走
ら
せ
来
場
者
を
呼
ぶ
と
い
う
形
だ
っ
た
と
い
う
。
安
平
町
役
場
は
、
こ

の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
運
営
し
て
い
る
の
は
観
光
協
会
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
り
、
来
る
た
び
に
違
う
こ
と
を
や
っ
て

い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
道
の
駅
に
持
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
リ
ピ
ー
タ
ー
は
つ
か
な
い
と
い
う
考
え
の
も
と
、
シ
ー

ズ
ン
ご
と
に
来
場
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
を
し
、
な
お
か
つ
コ
ラ
ボ
先
と
の
縁
も
観
光
協
会
が
繋
い
で
い
る
と

い
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
観
光
協
会
が
コ
ラ
ボ
先
と
縁
を
繋
ぎ
、
安
平
町
の
持
っ
て
い
る
特
徴
を
活
か
し
て
コ
ラ
ボ

や
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
こ
と
で
、
集
客
を
し
、
そ
こ
か
ら
つ
な
が
り
の
き
っ
か
け
が
発
生
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
五
）
道
の
駅
あ
び
らD51

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
つ
な
が
り

最
後
に
、
道
の
駅
と
つ
な
が
り
の
要
素
に
つ
い
て
述
べ
る
。
つ
な
が
り
の
要
素
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
行
政

が
町
民
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
町
民
が
道
の
駅
に
関
わ
る
き
っ
か
け
を
作
り
出
し

て
い
る
と
言
え
る
。
二
つ
目
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
コ
ラ
ボ
形
式
で
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

イ
ベ
ン
ト
で
安
平
町
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
や
、
他
地
域
と
の
関
わ
り
を
作
る
き
っ
か
け
が
得
ら
れ

る
。
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五
　
キ
ャ
ン
プ
場
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

一
般
的
に
、
地
域
に
お
け
る
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
一
時
的
に
着
て
帰
る
と
い
う
交
流
人
口
の
増
加
に
と
ど
ま
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。
し
か
し
、
安
平
町
で
は
町
役
場
と
道
の
駅
の
三
つ
の
連
携
に
よ
っ
て
、
交
流
人
口
を
関
係
人
口
に
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
安
平
町
で
は
キ
ャ
ン
プ
場
の
旅
行
者
を
関
係
人
口
に
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
考
え
る
。

こ
こ
で
は
安
平
町
役
場
に
調
査
に
行
っ
た
際
の
お
話
と
安
平
町
に
あ
る
四
つ
の
キ
ャ
ン
プ
場
の
お
お
ま
か
な
概

要
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ま
ず
、
と
き
わ
キ
ャ
ン
プ
場
と
鹿
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
は
町
営
で
運
営
し
て
お
り
、
弥
生
パ
ー

ク
キ
ャ
ン
プ
場
と
追
分
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
場
は
民
間
で
の
運
営
に
な
っ
て
い
る
。
町
営
が
運
営
し
て
い
る
と

き
わ
キ
ャ
ン
プ
場
は
早
来
地
区
に
あ
り
、
鹿
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
、
民
間
で
の
運
営
で
あ
る
弥
生
パ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

場
と
追
分
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
場
は
追
分
地
区
に
位
置
す
る
（
図
五

－

三
）。

こ
こ
か
ら
は
安
平
町
役
場
に
調
査
に
行
っ
た
際
に
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
町
営
で
運
営
し
て
い
る
と
き
わ

キ
ャ
ン
プ
場
と
鹿
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
の
二
つ
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
行
っ
て
い
る
実
施
事
業
な
ど
を
述
べ
て
い
く
（
図
五

－

四
）。
安
平
町
は
札
幌
都
心
か
ら
約
一
時
間
、
新
千
歳
空
港
か
ら
約
三
〇
分
、
苫
小
牧
か
ら
約
四
〇
分
と
い
う
立

地
に
優
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者
の
八
～
九
割
ほ
ど
が
札
幌
圏
内
の
人
の
割
合
で
あ
る
。
と
き

わ
キ
ャ
ン
プ
場
の
概
要
と
し
て
は
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
、
フ
リ
ー
サ
イ
ト
、
B
B
Q
コ
ー
ナ
ー
、
手

ぶ
ら
キ
ャ
ン
プ
が
楽
し
め
る
キ
ャ
ン
プ
場
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
鹿
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、
区
画
サ
イ
ト
や

フ
リ
ー
サ
イ
ト
、
B
B
Q
コ
ー
ナ
ー
、
手
ぶ
ら
キ
ャ
ン
プ
が
楽
し
め
る
キ
ャ
ン
プ
場
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
的
な
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入
り
込
み
客
数
で
は
胆
振
東
部
地

震
直
後
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

で
の
休
場
に
よ
る
客
数
の
落
ち
込

み
は
見
ら
れ
る
が
、
過
去
一
〇
年

間
を
見
比
べ
る
と
ど
ち
ら
の
キ
ャ

ン
プ
場
も
四
倍
近
く
利
用
者
が
増

え
て
い
る
。

二
つ
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
以
降
に

料
金
改
定
や
ゴ
ミ
の
回
収
、
手
ぶ

ら
キ
ャ
ン
プ
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
や

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時
間
の
統
一
変

更
な
ど
大
幅
な
運
営
の
仕
組
み
変

更
を
行
っ
て
い
る
。
運
営
の
仕
組

み
変
更
を
行
っ
た
背
景
に
、
利
用

者
の
声
を
多
く
反
映
し
て
い
く
た

め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た

と
い
う
。
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年

と
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
に
そ
れ

出典：安平町役場提供資料より引用

図 5-3　安平町のキャンプ場の位置



- 99 -

ぞ
れ
料
金
改
定
を
行
っ
て
い
る
が
施
設
の
修
繕
や
改
修
、
新
築

な
ど
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
も
つ
な
が
る
た
め
料
金
が
上
が
っ
て
い

る
。具

体
的
な
料
金
改
定
後
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
実
施

内
容
と
し
て
は
鹿
公
園
の
ト
イ
レ
増
設
や
炊
事
場
工
事
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
要
望
の
多
か
っ
た
内
容
か

ら
ゴ
ミ
の
回
収
を
行
い
、
道
具
を
持
っ
て
い
な
い
キ
ャ
ン
プ
初

心
者
の
層
に
向
け
て
手
ぶ
ら
キ
ャ
ン
プ
プ
ラ
ン
を
作
っ
て
い
る

と
い
う
の
が
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
か
ら
行
っ
て
い
る
事
業
内

容
と
な
る
。

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
や
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の
時
間
の
統
一
変
更

の
経
緯
と
し
て
は
、
以
前
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
一
五
時
で
は
テ
ン

ト
を
立
て
て
か
ら
だ
と
楽
し
む
時
間
が
な
い
と
い
う
こ
と
で

変
更
後
は
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
間
を
一
三
時
に
変
更
し
て
い
る
。

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
間
を
一
三
時
に
設
定
し
た
経
緯
に
つ
い
て
も

町
内
の
飲
食
店
を
利
用
し
た
後
に
キ
ャ
ン
プ
場
を
利
用
し
て
ほ

し
い
と
い
う
役
場
の
意
図
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
か
ら
は
以
前
の
現
地
に
来
て
受
付

を
す
る
と
い
う
形
を
変
更
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
予
約
シ

出典：安平町役場提供資料より引用

図 5-4　ときわ・鹿公園キャンプ場事業年表
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ス
テ
ム
を
導
入
し
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
の
混
雑
を
防
ぐ
と
い
う
対
策
を
と
っ
て
い
る
。
混
雑
を
防
ぐ
と
い
う
意
味

で
は
鹿
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
混
雑
時
の
隣
と
の
間
隔
が
狭
い
な
ど
を
解
消
す
る
た
め
に
区
画
サ
イ
ト
の
導
入
を

二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
か
ら
予
約
シ
ス
テ
ム
に
連
動
し
て
行
な
っ
て
い
る
事
業
内
容
に
な
る
。
他
に
は
今
年
か
ら

S
N
S
の
投
稿
や
ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
な
が
ら
集
客
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
安
平
町
で
は
「
遊
食
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
道
の
駅
と
キ
ャ
ン
プ
場
、
町
内
の
飲
食
店
が
つ
な
が

り
町
外
の
利
用
者
に
安
平
町
の
飲
食
店
を
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
P
O
P
を
制
作
し
道
の
駅
と
キ
ャ
ン
プ
場
の

両
方
に
P
O
P
と
持
ち
帰
り
可
能
な
チ
ラ
シ
を
設
置
す
る
と
い
う
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
こ
と
で
、
八
～
九
割
を
占
め
る
札
幌
圏
内
の
利
用
者
が
安
平
町
の
こ
と
を
知
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に

な
る
。
具
体
的
な
数
値
は
取
っ
て
い
な
い
と
い
う
が
、
商
店
街
の
店
主
か
ら
は
チ
ラ
シ
や
広
告
を
見
て
く
る
人
が

増
え
た
と
い
う
声
を
聞
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
道
の
駅
と
連
携
し
て
行
う
こ
と
で
、
道
の
駅
だ

け
で
は
な
く
、
役
場
や
商
店
街
と
の
連
携
に
よ
り
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
こ

と
で
、
さ
ら
な
る
キ
ャ
ン
プ
場
の
価
値
の
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

六
　
ま
と
め

本
章
で
は
、
安
平
町
の
地
域
活
性
化
の
役
割
を
担
う
拠
点
と
し
て
、「
E
N
T
R
A
N
C
E
」、「
道
の
駅
あ
び
ら

D
5
1
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」、
安
平
町
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
検

討
し
た
。
そ
し
て
、
先
述
し
た
よ
う
に
、「
E
N
T
R
A
N
C
E
」
で
あ
れ
ば
イ
ン
タ
ー
ン
生
、
道
の
駅
で
あ
れ
ば
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食
と
鉄
道
を
メ
イ
ン
と
し
た
道
の
駅
デ
ザ
イ
ン
や
コ
ラ
ボ
を
含
め
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
キ
ャ
ン
プ
場
で
あ
れ
ば
手

ぶ
ら
で
も
キ
ャ
ン
プ
が
で
き
る
仕
組
み
と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
が
特
色
を
活
か
し
て
関
係
人
口
の

創
出
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

安
平
町
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
自
治
体
で
は
子
ど
も
と
大
人
ど

ち
ら
も
学
ん
だ
り
、
挑
戦
し
た
り
と
い
っ
た
よ
う
な
、
安
平
町
の
人
々
が
自
己
実
現
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
取
り

組
み
を
実
践
し
、
道
の
駅
で
は
積
極
的
な
行
政
と
町
民
の
関
わ
り
や
コ
ラ
ボ
で
他
地
域
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、

キ
ャ
ン
プ
場
で
は
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
間
を
変
え
た
り
P
O
P
を
制
作
し
た
り
す
る
こ
と
で
町
内
の
飲
食
店
利
用
を

促
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
安
平
町
を
よ
り
活
性
化
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
と
は
、
町
内
か
ら
活
性

化
す
る
方
法
と
町
外
含
め
て
活
性
化
す
る
方
法
の
両
方
を
揃
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

町
民
が
自
己
実
現
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
関
係
人
口
が
一
か
所
に
集
中
す
る
の
で
は
な
く
町
内
の
様
々
な
場

所
に
関
係
人
口
が
増
え
た
り
す
る
こ
と
で
、
安
平
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
活
性
化
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
る
。引
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谷
口
佳
奈 

安
平
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
人
と
の
出
会
う
こ
と
で
自
分
の

見
て
い
る
世
界
が
今
ま
で
よ
り
も
広
が
り
ま
し
た
！ 

ま
た
、
安
平
町
で
の
取
り
組
み
や
人
の
温
か
さ
な
ど
な
ど
安
平
町
で
の
滞
在
を
通
し
て
、
安
平
町
の
魅
力
を
実

感
し
、
こ
れ
か
ら
も
安
平
町
に
関
わ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
！
素
敵
な
経
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

塚
原
和
輝 

ゼ
ミ
の
調
査
で
は
安
平
町
、
卒
業
研
究
の
調
査
で
は
鷹
栖
町
を
調
査
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
見
え
て

き
た
地
域
で
の
課
題
や
地
域
活
性
の
方
法
の
違
い
や
面
白
さ
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
際
に
現
地
に

足
を
運
び
地
域
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
地
域
住
民
の
声
と
い
う
も
の
も
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が

で
き
文
献
調
査
だ
け
で
は
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
学
び
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
調
査
で
得
た
こ
と
を
活
か
し
卒

業
研
究
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

藤
巻
舞
羽 

ゼ
ミ
で
の
調
査
は
、
日
常
生
活
で
は
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
お
話
を
多
く
聞
く
こ
と
が
で
き
た
の
が
印

象
的
だ
っ
た
。
心
理
学
を
専
攻
し
て
い
た
時
は
数
字
か
ら
事
柄
を
読
み
取
っ
て
い
た
が
、
社
会
学
で
は
お
話
か
らK

J

法
も
使
っ
て
事
柄
を
読
み
取
る
と
い
う
の
が
面
白
く
感
じ
た
。
ま
た
、
余
市
町
と
安
平
町
と
い
う
二
つ
の
事
柄
を
同

時
に
担
当
す
る
こ
と
は
自
分
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
に
対
し
て
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
大
き
く
、
苦
労
し
た
が
、
そ
の
分
卒

業
研
究
に
活
か
せ
そ
う
な
情
報
を
手
に
入
れ
た
り
、
考
察
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
卒
業
研
究
で
は
、
ゼ
ミ
論
で
研
究
し
た
こ
と
を
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 




